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1. 緒 言 

 

1.1 調査の目的 

 

近年の医療や福祉分野における計測・治療技術には多くの

科学技術が応用されている。X 線 CT や MRI あるいは超音

波断層装置などの画像処理技術やレーザ治療器に代表され

るような光応用技術も計測・診断・治療の重要な分野である。

また、高齢者福祉分野においては、介護保険の見直しに伴い

要介護支援予防運動など新しいプログラムも導入され、その

効果に期待が寄せられている。長寿社会におけるライフデザ

インの一環として高齢者の健康・生きがい作りと社会参加と

いう視点からも重要なものであり、新しい福祉機器の開発と

その評価法および社会システムの創生などは重要な課題で

ある。しかし、これら医療福祉における計測や治療技術の発

展普及はまだ十分とは言えない。その原因は、医療福祉を直

接目的とする生体計測技術に関しての基礎研究や応用研究

あるいは開発研究などの体系的な知識の蓄積が不十分であ

る事が考えられる。生体組織の電気的・光学的特性とその生

理機能、医療の質の向上のための安全性や社会構造との関係

なども重要な問題であり、多くの調査項目がまだ残されてい

る。本委員会は、このような知識体系を充実させるべく学術

的調査活動を行い、医療福祉における生体計測治療技術の新

たな開拓とさらなる発展に寄与することを目的とする。 

 

1.2 背景および内外機関における調査活動 

 

生体計測に関する調査専門委員会の活動は A 部門等にも

存在するが、光や磁気などの特定技術を中心とした活動であ

る。近年の医療福祉分野における治療や計測技術は光や磁気

などの特定技術だけでなく、電気的、機械的あるいは広範囲

な電磁工学的な要素も重要な位置づけである。特に、近年の

新しい医療福祉機器開発を見ても画像処理技術を含む多く

の分野の融合である。このような状況の中で本調査専門委員

会の活動では他部門にない幅広い観点から医療福祉分野の

計測治療技術について調査するものである。以上のような内

外情勢の中で、医療福祉における生体計測治療技術に関する

研究水準の向上に向けて、総合的な調査の実施が重要である

と考える。 

1.3 調査検討事項 

 

(1) 生体の電磁工学的特性および機械的特性の測定法とその 

評価手法 

(2) 臨床医学や福祉領域の計測技術 

(3) 遠隔計測や在宅医療における計測技術 

(4) 生体のモデルとシミュレーション技術 

(5) 生体計測における安全性と法規制 

 

1.4 予想される効果 

 

医療福祉における生体計測治療技術は医学や理工学、認知

科学あるいは福祉工学など多くの研究領域が関与する学際

的な研究を基盤としている。本テーマに関するこれまでの我

が国の取組は、それぞれの分野で独自に行われることが多く、

その限界の一因ともなっていた。これに対し、本委員会の調

査活動は、これらの分野および境界領域の専門家から構成さ

れるため実用性の高い有益な技術の発展に寄与する大きな

意義がある。また、本委員会の活動により、これらの分野に

おける様々な交流を通して将来に向け画期的な新技術・新手

法の創生を育成する効果も期待される。 

 

1.5 調査期間 

 

本調査専門委員会においては、医療福祉分野の計測技術に

関して、基礎から臨床応用にわたり、最近話題になっている

テーマを取り上げ、国内外の趨勢について調査を行った。調

査期間は 2005年 1月より 2006年 12月であり、その間に調

査研究委員会 4回、研究会 1回、電子情報システム部門大会

の企画セッション 2回を行い、多くの報告があった。本報告

書は、委員会の報告書をもとに、項目毎にまとめたものであ

る。第 2 章および第 3 章は画像解析を用いた生体計測技術、

第 4章から第 6章は光技術を用いた生体計測技術、第 7章お

よび第 8章は生体計測のためのシミュレーション技術、第 9

章は福祉医療への計測技術の応用、第 10 章は遠隔医療、第

11章は生体計測技術における法規制について記述している。 
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